
建
交
労
東
京
都
本
部
は
２
月
８
日

（
日
）
、
春
闘
方
針
を
決
議
す
る
第
３

１
回
都
本
部
委
員
会
を
東
京
ト
ラ
ッ
ク

健
保
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か

ら
の
積
雪
で
足
元
が
悪
い
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
仲
間
の

み
な
さ
ん
、
寒
い
中
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。
村
上
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
諸
役
員
と
し
て
、
議
長
に
中
部

一
般
支
部
髙
村
暁
裕
さ
ん
、
北
部
支
部

岩
山
真
一
さ
ん
、
資
格
審
査
・
議
事
運

営
委
員
に
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
義
金
勉

さ
ん
、
関
東
支
部
船
橋
泰
一
さ
ん
、
建

築
設
計
支
部
宇
津
井
よ
り
か
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
し
た
石
塚
執
行
委
員
長
代
行
は

「
２
６
春
闘
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関

会
議
で
是
非
活
発
な
討
論
を
お
願
い
し

ま
す
。
同
時
に
衆
議
院
解
散
総
選
挙
の

投
票
日
と
な
っ
た
。
国
会
の
冒
頭
解
散

は
高
市
総
理
の
暴
挙
と
言
え
る
。
自
民

圧
勝
の
予
測
報
道
に
小
選
挙
区
制
度
の

問
題
を
感
じ
る
。
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
る
内
政
干
渉
や
武
力
行
使
に

国
連
主
導
の
世
界
を
取
り
戻
す
必
要
が

あ
る
。
必
ず
投
票
に
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
東
京
都
本
部
顧

問
弁
護
士
の
笹
山
尚
人
弁
護
士
に
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
考
え
方
」
と
題
し

て
、
主
に
労
働
組
合
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
事
例
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笹
山
弁
護
士
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
場
面
で
守
ら
れ
る
べ
き
法
的
利
益
は

人
格
権
（
憲
法
第
１
３
条
の
幸
福
追
求

権
の
一
環
）
で
あ
る
」
と
し
、
日
本
に

お
け
る
現
状
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
法
律
は
総
じ
て
未
熟
で
あ
り
「
加
害

者
の
行
為
か
ら
で
は
な
く
、
被
害
者
の

結
果
か
ら
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
笹
山
弁
護
士
に
は

都
本
部
書
記
局
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
定

に
つ
い
て
精
査
・
監
修
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
号
議
案
は
定
期
大
会
か
ら
の
経
過

報
告
、
２
号
議
案
は
２
６
春
闘
方
針

（
案
）
、
３
号
議
案
は
中
間
決
算
（
案
）
、

４
号
議
案
そ
の
他
の
案
件
の
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
都

本
部
は
月
４
５
０
０
０
円
以
上
、
日
給

６
２
０
０
円
以
上
、
時
給
７
８
０
円
以

上
の
ベ
ア
、
最
低
基
準
は
月
給
３
２
万

円
以
上
、
時
給
２
０
０
０
円
以
上
、
日

給
１
６
０
０
０
円
以
上
等
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
職
場
に
お
い
て
は
要
求
討
議

と
要
求
書
の
提
出
、
物
価
高
騰
以
上
の

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
、
大
企
業
で

は
利
益
還
元
を
、
中
小
で
は
、
資
材
・

労
務
費
高
騰
分
の
価
格
転
嫁
率
が
３
９
．

４
％
に
留
ま
る
実
態
を
踏
ま
え
（
昨
年

７
月
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
）
、
発

注
者
と
の
適
正
な
価
格
で
の
契
約
を
経

営
者
に
求
め
ま
し
ょ
う
。
文
書
発
言
含

め
４
名
の
仲
間
か
ら
２
６
春
闘
の
取
り

組
み
や
意
気
込
み
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
（
※
裏
面
参
照
）
３
月
１

２
日
（
木
）
１
０
時
～
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
集

会
、
３
月
１
５
日
（
日
）
１
０
時
～
東

京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
ト
ラ
ッ
ク
パ

レ
ー
ド
沿
道
激
励
等
、
各
業
種
の
取
り

組
み
を
都
本
部
の
総
力
で
支
援
し
ま
し
ょ

う
。
松
崎
常
任
執
行
委
員
に
よ
る
春
闘

宣
言
（
案
）
の
読
み
上
げ
の
後
、
１
号

～
４
号
議
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
２
６
春
闘
は
共
に
た
た
か
う

仲
間
の
奮
闘
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
の

運
動
に
確
信
を
持
っ
て
前
進
を
勝
ち
取

り
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
、
今
年
５
月

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
建
交
労
全
国
青
年
部

か
ら
２
名
参
加
し
ま
す
。
会
場
で
カ
ン

パ
を
募
り
１
０
７
２
０
円
が
集
ま
り
ま

し
た
。
カ
ン
パ
頂
い
た
仲
間
の
み
な
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
書
記
長

笹
原

和
樹
】
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２
６
春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
！
東
京
都
本
部
第
３
１
回
委
員
会

開
催

２６春闘勝利を目指して団結がんばろう！！

学習会講師 笹山尚人弁護士

閉会挨拶 村上副執行委員長

東
京
都
本
部
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン

取
る
ぞ
春
闘
、
変
え
る
ぞ
政
治
、
た
た
か
う
力
は
拡
大
だ
！

～
全
組
合
員
参
加
で
賃
金
闘
争
を
展
開
し
よ
う
～

主催者代表挨拶 石塚執行委員長代行

方針提案 笹原書記長

２
６
奮
闘
勝
利
！
全
組
合
員
参

加
で
賃
金
闘
争
を
展
開
し
よ
う
！

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
参
加
へ
の
カ
ン

パ
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



雪
対
策
の
た
め
昨

夜
バ
ス
３
０
台
に
チ
ェ
ー

ン
を
巻
く
作
業
を
夜

２
２
時
ま
で
か
か
っ
て
行
っ
た
。
毎

年
要
求
を
提
出
し
、
毎
年
会
社
に
裏

切
ら
れ
て
い
る
。
今
年
も
３
月
１
２

日
（
木
）
１
０
時
～
ス
ト
ラ
イ
キ
集

会
を
京
王
電
鉄
本
社
前
（
聖
蹟
桜
ヶ

丘
駅
）
で
開
催
予
定
。
バ
ス
も
ト
ラ
ッ

ク
も
タ
ク
シ
ー
も
運
転
手
が
不
足
。

京
王
で
は
人
事
部
担
当
が
バ
ス
乗
務

員
の
１
日
と
題
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
発
信
し
た
り
工
夫
し
て
人
を
呼
び

込
み
７
５
名
入
社
し
た
が
、
１
２
０

名
退
職
。
入
社
し
た
は
い
い
が
労
働

条
件
が
悪
く
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う

理
由
で
離
れ
て
い
く
。
２
４
年
前
、

分
社
化
と
労
働
条
件
引
き
下
げ
に
反

対
し
て
立
ち
上
が
っ
た
建
交
労
、
自

分
も
か
つ
て
連
合
に
い
た
が
、
今
、

正
し
か
っ
た
と
思
え
る
。
運
動
に
確

信
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

昨
日
、
神
田
支
部

の
定
例
委
員
会
を
同

会
場
で
開
催
し
た
。

昨
年
６
月
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
法
が
成

立
し
事
業
許
可
５
年
更
新
制
や
適
正

原
価
を
下
回
る
運
賃
で
の
委
託
禁
止
、

委
託
は
２
次
下
請
け
ま
で
と
す
る
委

託
制
限
な
ど
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
特
に
送
料
無
料
の
慣
習
を
改
め

適
正
運
賃
の
実
現
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の

処
遇
改
善
と
人
手
不
足
の
解
消
を
目

指
し
て
い
る
。
集
交
９
社
は
２
月
６

日
要
求
決
定
会
議
を
行
い
４
８
０
０

０
円
の
要
求
、
年
間
休
日
を
増
や
す
、

ト
ラ
ッ
ク
最
賃
の
Ｕ
Ｐ
等
を
求
め
て

い
く
。
３
月
１
５
日
（
日
）
ト
ラ
ッ

ク
パ
レ
ー
ド
を
開
催
す
る
。
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
組
織

拡
大
に
つ
い
て
都
本
部
と
し
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

各
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
行
っ
て
は
。

東
京
建
設
・
関
連

部
会
で
は
、
建
築
士

の
適
正
な
業
務
報
酬

を
目
指
し
、
各
職
場
で
の
適
正
な
委

託
契
約
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
、

要
求
討
議
を
呼
び
か
け
改
善
を
目
指

す
。
賃
金
が
安
く
こ
の
ま
ま
で
は
建

築
士
の
成
り
手
が
い
な
く
な
る
。
ゼ

ネ
コ
ン
で
は
現
場
監
督
が
週
休
２
日

を
実
現
出
来
て
お
ら
ず
４
週
８
閉
所

に
向
け
要
請
行
動
等
に
取
組
む
。
休

み
を
増
や
す
情
勢
と
裏
腹
に
仕
事
は

増
え
る
一
方
で
困
っ
て
い
る
。
適
正

工
期
で
の
発
注
・
受
注
が
求
め
ら
れ

る
。
中
央
女
性
部
で
は
遊
就
館
の
見

学
会
、
東
京
女
性
部
憲
法
カ
フ
ェ
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
映
像
の
世
紀
・
ふ
た
つ
の

敗
戦
国
６
６
０
万
人
の
孤
独
」
を
上

映
し
た
。
日
本
母
親
大
会
に
も
参
加
。

２
月
１
４
日
（
土
）
１
０
時
～
都
本

部
７
階
会
議
室
で
大
会
を
開
催
予
定
。

パ
ー
ト
社
員
の
年
末

一
時
金
は
一
昨
年
と
同

じ
額
で
物
価
高
騰
分
が

加
味
さ
れ
な
か
っ
た
。
２
月
６
日
に

ア
ク
セ
ス
協
議
会
総
会
と
ア
ク
セ
ス

東
京
分
会
の
定
期
大
会
を
開
催
し
、

要
求
前
進
の
た
め
に
も
組
織
拡
大
と

運
動
の
継
続
を
確
認
し
た
。
２
月
７

日
の
２
６
春
闘
討
論
集
会
で
は
非
正

規
の
退
職
金
な
ど
待
遇
改
善
に
つ
い

て
確
認
し
た
。
昨
年
は
ア
ク
セ
ス
分

会
で
組
合
員
３
名
を
拡
大
し
て
い
る
。

鉄
道
東
京
の
事
務
所
開
き
を
１
月
６

日
に
、
２
６
日
に
は
２
６
春
闘
旗
開

き
を
行
っ
た
。
昨
年
１
２
月
３
日
に

「
契
約
社
員
及
び
パ
ー
ト
社
員
の
退

職
金
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
提
出

し
２
月
２
６
日
に
交
渉
を
行
う
。
３

月
１
２
日
（
木
）
１
３
時
３
０
分
赤

羽
西
口
で
宣
伝
行
動
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
３
１
日
（
土
）
～
２
月

１
日
に
東
京
・
台
東
区
民
会
館

に
て
、
第
２
７
回
中
央
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
浩

中
央
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
国
民
を
無

視
し
て
衆
議
院
を
解

散
し
た
高
市
内
閣
を

批
判
。
中
小
企
業
で

の
大
幅
賃
上
げ
の
実

現
が
日
本
経
済
の
回

復
や
国
民
生
活
の
改

善
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
と
し
、
昨
年
成

立
し
た
取
引
適
正
化

法
を
各
職
場
で
活
用
し
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
討
論
の
時
間
で
は
職

場
や
業
種
部
会
か
ら
全
体
で
２
５
名

の
仲
間
が
発
言
し
活
発
な
討
論
と
な

り
ま
し
た
。
廣
瀬
書
記
長
が
２
６
春

闘
方
針
案
や
中
央
統
一
要
求
基
準
案

の
提
案
を
行
い
、
春
闘
宣
言
・
中
間

決
算
報
告
・
解
散
総
選
挙
・
特
別
決

議
な
ど
含
め
、
す
べ
て
の
議
案
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■３月 ５日（木）１０時～建交労中央行動／

ビジョンセンター赤坂・会議室

■３月１２日（木）１０時～バス関連支部（京

王新労組）ストライキ集会／京王電鉄本社前

（京王線 聖蹟桜ケ丘駅）

１３時半～鉄道東京宣伝行動

／ＪＲ赤羽駅西口

■３月１４日（土）１４時～業種部会活動報告

学習交流集会「これがマンション管理業界だ！」

／神田支部会議室（水道橋駅）

■３月１５日（日）１０時集合～トラックパレー

ド沿道激励／東京都本部７階（門前仲町駅）

組合掲示板

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労

組
）
志
村

満

副
委
員
長

建
築
設
計
支
部

宇
津
井
よ
り
か

執
行
委
員
長

議長 中部一般支部 髙村暁裕さん（写真左）

北部支部 岩山真一さん（写真右）

神
田
支
部

上
村

誠

執
行
委
員
長

衆
院
選
挙
後
、
高
市
首
相
が
憲
法
改

定
や
大
軍
拡
を
主
張
す
る
情
勢
の
も
と
、

２
月
１
４
日
（
土
）
、
第
２
６
回
東
京

女
性
部
定
期
大
会
を
都
本
部
会
議
室
で

８
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
議
長

に
中
央
本
部
書
記
分
会
の
山
内
さ
ん
を

選
出
し
、
宇
津
井
女
性
部
長
が
開
会
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
「
今
期
は
、
都
本

部
組
合
役
員
に
副
委
員
長
と
執
行
委
員

２
名
が
女
性
に
な
り
、
専
従
職
員
に
も

女
性
が
１
人
増
え
た
。
女
性
部
の
要
求

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
学
習
を
２
回
に
渡

り
実
現
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
が
、
仲
間
を
増
や
し

飛
躍
し
て
い
こ
う
。
」
と
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。
中
央
女
性
部
事
務
局
長
の
山

本
さ
ん
の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
友
好
団

体
か
ら
の
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
江
部
事
務
局
長
か
ら
は
、

２
５
年
活
動
報
告
、
２
６
年
活
動
方
針

が
提
案
さ
れ
、
２
５
回
目
を
迎
え
る
憲

法
カ
フ
ェ
で
「
映
像
の
世
紀
・
ふ
た
つ

の
敗
戦
国
６
６
０
万
人
（
日
本
）
の
孤

独
」
を
上
映
し
た
こ
と
や
、
都
本
部
の

２
６
春
闘
討
論
集
会
に
全
労
連
女
性
部

寺
園
事
務
局
長
を
迎
え
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
セ
ク
ハ
ラ
根
絶
に
向
け
た
労
働

組
合
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演
を
頂
い

た
こ
と
な
ど
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
の
時
間
で
は
各
職
場
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
２
０
２
６
菜
の
花

春
闘
「
私
の
一
言
カ
ー
ド
」
の
取
り
組

み
や
、
２
０
２
６
・
３
・
６
女
性
の
休

日
の
ア
ピ
ー
ル
、
物
販
販
売
と
し
て
サ

コ
ッ
シ
ュ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
紹
介
な
ど
が

あ
り
、
終
了
後
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
お

店
で
ラ
ン
チ
を
頂
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】都本部７階会議室で開催されました
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